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野生のゾウには習性があるように、心のゾウ（直感）にも認知バイアスという習性
（直感による思い込み）があります。代表的な認知バイアスとして、4つ紹介します。

認知バイアスとは？

特集　竹林 正樹さん -行動の９割は直感的 直感に訴えて人を動かす-

竹林 正樹
青森市出身。青森高校、立教大学経済学部、米国
University of Phoenix大学院（MBA）、青森県立
保健大学大学院修了（博士〈健康科学〉）。「ホンマ
でっか!?TV（フジテレビ）」を始め、各種メディアで
ナッジの魅力を発信。代表作は「心のゾウを動かす方
法」（扶桑社）、「介護のことになると親子はなぜすれ
違うのか」（GAKKEN）。
※「心のゾウを動かす方法」を抽選で２名様に差し上
　げます。詳しくは8ページをご覧ください。

青森県民にこそナッジを
　竹林さんはナッジを使った健康づくりの研究を続けており、
英語論文も多数執筆しています。例えば、大企業での定期健診
受診率は100％近くですが、健診では「有所見」となった人のう
ち、二次検査を受けている人は半分程度です。重い健康リスク
を抱えながら「別に今でなくてもいいかな」と目を背けている状
況は、命に関わります。かと言って、制度上、本人に「すぐ病院に
行かないとクビです」と命令することはできません。そこでナッ
ジの出番です。「あなたは高血圧で引っかかったので、循環器内
科を受診してください」と明確に指示したところ、受診率が2倍
以上に高まりました。どうやら多くの人は「自分はどの診療科に
行くべきなのか」探すのを面倒くさがっているようでした。その
面倒を取り除くことで、受診した人が増えたのです。実験を重
ねていくことで、ナッジの効果に説得力が出てきています。
竹林さんは「ナッジを使って、青森県民が自然に健康になる

仕組みを作っていきたい」と願い、今日もナッジを語り続けます。

　子どもに勉強してほしい場合は、ゲーム機やスマホを
勉強部屋に持ち込ませないようにし、指導する場合は、
夜よりも朝を選び、「この中で、どれがよい？」と本人に
選ばせ、指導の最初と最後のメッセージをあらかじめ
決めポジティブな印象に設計することで、相手に受け
入れられ、行動に繋がる可能性が高まります。

竹林さんのTED（様々な分野の著名人が「広める価値のある
アイデア」を共有する講演動画）での講演をぜひご覧ください。
「心の中のゾウと仲良くなると、人は動く」（16分29秒）
https://www.ted.com/talks/masaki_takebayashi
   

　定期健診の結果を受け、医師は　　　　　さんには、
精密検査が必要と判断しました。2ヶ月以内の受診をお願いします。
受診することで、最悪な事態を避けることに繋がります。
受診日時を今決めて、　　　　　　へ報告をお願いします。

医療機関に予約する

受診予定日を報告する（期限　月　日）

循環器内科

消化器内科

糖尿病内科

血液内科
呼吸器内科
眼科

耳鼻咽喉科

STEP
1
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2

近隣にこの科が
ない場合は内科
に相談ください

担当

血圧
心電図検査
肝機能検査
血中脂質検査
便潜血検査
ピロリ菌検査
血糖検査
尿検査
貧血検査
胸部X線検査
視力検査
聴力検査

受診勧奨ハガキ

目の前の誘惑に弱い
現在バイアス

疲れていると、現状維持したくなる
現状維持バイアス

押しつけられたと感じると、反発したくなる
心理的リアクタンス

最初と最後に強い印象を持つ
初頭・終末バイアス

促進要因の
バイアス

阻害要因の
バイアス






